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I.グレートリセットの先にある社会を考える
→不確実な状況を、柔軟に多角的にデータで捉えることは必要条件

II.デジタル革命は産業だけでなく、社会システムの前提を変える
→最大多数の最大幸福だけでなく、個別化と包摂を可能にする

III.競争だけでなくco-creationが重要となる価値共創社会
→所有財の側面だけでなく、共有財の側面も考慮したガバナンス

IV. 分野を超えて未来をデザインする
→データを軸とした分野横断的な新産業が生まれる

V. 民主主義の新しい可能性、データ共鳴社会
→経済だけでなく、多様な価値をデータで共有し、

人々が主体になり社会を駆動する

データ共鳴社会
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10⼈中9⼈は、世界が持続可能で公平な⽅向に
転換することを希望（IPSOS調査 20年9⽉発表）
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ドバイ万博のworld majlisのまとめから抜粋

Its time to humanize capitalism
Fixing system with human values

Compassion must become our driving force
Empathy is key for the future
The need to live with nature

Embedding social good for the future
Co-building conscious society
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Society5.0 文明の転換点
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Digital Transformation (DX)
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From Oil  to Data
経済を駆動する新しい資源
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デジタルトランスフォーメーションの本質は体験価値

最大多数の最大幸福を

実現する“モノ”の提供

1人ひとりの価値を捉えて、

個別化と包摂を実現する体験を提供

例：医療分野

医療の価値を⾼めるため
の データ利活⽤・共有 ⾃然災害時に被災者を

ケアするために本⼈の
医療データを使う場合

例
： 感染症患者のデータ

を 流⾏を防ぐために⽤
いる 場合

例
： 稀な疾患や希少がんに

対 するPrecision
Medicine の治療開発を
⾏う場合

例
：
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ＤＸの成功事例：中国平安保険
保険証書ではなく、アプリを通して体験としての健康を実現する
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消費する“ものづくり”から、共有する“価値づくり”へ
これからの経済は「人々を軸」に動く
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A病院
乳腺外科

1.治療時の情報の入力

2．推奨される治療法の確認，
適用外の治療への注意喚起

有効な術後治療の提案

→今後ゲノムタイプ/フェノムタイプデータ

を加えることで、目の前の個人に対する最
善の医療を実現することが可能となる

RCTによって確立されたエビデンスを踏まえ，real worldデータに基づいて個々の患者
の特徴（禁忌，併存疾患，人種差）と地域の実情（活用可能な人的・物的資源）などを
考慮して，推奨されるプロセスを算出する．

専門性の拡張と深化

中央システム
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デジタルトランスフォーメーションによる既存産業の置換

19



ポスト資本主義の可能性
“データで共有する貨幣以外の価値”
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持続可能な価値システムの合理性に捧げる労働から、
多様な⽣きるを⽀えるためのシステム

へ

所有を⾼めるだけなく、
Wellbeingを⾼める豊かさ

データによる価値の可視化と共有 共有価値（Shared Values）への貢献

People-centered： 人々の共有価値を軸に、社会を共創する

「加点主義」によ
り 新たな価値も
創出

所有による豊かさの限界
スティグリッツ GDPの限界

「⽣きる」とは何かの問い
『君たちはどう⽣きるか』

経済主導社会から価値主導社会
へ
「アント・フォレスト」

『ROMA』の事例
これらの経済は⼈を軸に動く

SDGs
「サーキュラー・エコノミー
（循環経済）、ディープテッ
ク」

Libraの試み

価値（Shared Values）への
貢献がないとデータ活⽤が
困難になる
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The Greatest Happiness with Diversity and Inclusion
最大“多様”の最大幸福へ

The Greatest Happiness of The Greatest Number
最大多数の最大幸福から

統治者発想 →生活者発想
独占資本発想 →データ共有発想
短期収益至上主義 →持続可能な社会
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Data Free Flow with Trust の必要性

基本権主導資本主義主導 権威主義主導

GDPR・データポータビリティによ り、国

や企業に提供した個人データを 市民が

コントロールできるように。

社会信用システム「信用中国」で、価

値そのものの共有が広がる。

合理的な企業活動によるイノベー

ションと「GAFA」の隆盛。

しかし、データについても所有財とし て

の側面が強く、結果として個人の

コントロール権が強すぎる。

しかし、トップダウンで一元的。監視

社会のおそれ。

しかし、データ覇権主義への警戒。

VALUE CO - CREATION

SOCIET Y（価値共創社会）

への移行の背景

「 Society 5.0」と「データ駆動型社会」では、石油ではなくデータが資源になる。

次世代の社会システムの方向性として【 資本主義主導型 】 【基本権主導型 】 【権威主義主導型 】の

3つがあるが、それぞれに強み弱みがある。

1 25



21世紀の新しい基本的人権

1人ひとりを軸にしたオープンなデータ活用、データアクセス権の確立
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日本型 VALUE CO - CREATION SOCI ET Y（価値共創社会）の理想

【 アメリカ型 】【 EU型 】【 中国型 】の強みを活かし、ボトムアップで多様かつ多元的な価値を

共に創る基盤を構築する。あらゆる立場の人々がだれも取り残されることなく、その人らしく生きる

ことができる社会を目指す。

GDP R・データポータビリティデータを

所有財の延長で発想

共有財としての側面も考慮した 主

体的選択（Beyond GDPR）

資本を軸に、単一の価値軸で
駆動する経済システム

データも活用し、多元的な価値で
駆動する経済システム

トップダウンで一元的な社

会信用システム

ボトムアップで多様かつ多元的な価値

共有と社会信用システム
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スマホアプリ（OSアプリは統一）

運動
万歩計

食事
内容、カロリー

Person-centered Open PLatform 
for wellbeing (PeOPLe)

介護・リハビリ・検

診データ

ウェアラブル・センシング
環境センシング

GPS
位置情報
（見守り）

自覚症状
熱っぽい、
鼻水など

天候、気温

湿度、気圧

花粉

黄砂

Biobank

血漿
組織

診療情報

（EMR）
レセプト

診断・治療・サービスの質に関するデータ 睡眠

服薬記録

本人から、データ開示のための

鍵を預かっている場合は、開示
レベルに応じ情報を確認

医療専門職

（医師、歯科医師、
薬剤師、ケアマネージャ等）

開示レベルに応じた鍵

本人

登録情報の活用

開示レベルの設定
開示者の設定

民間企業、行政、アカデミア

データの活用
・営利目的
・公衆衛生
・研究…等

住民

参加同意

基礎情報の登録
性別、生年月日
住所、電話番号等
収入カテゴリ、家族構成

Level 1
Level 2

Level 4

Level 0

テーラーメイド
情報配信

健康情報配信
薬情報検索

副作用報告・配信
機能

費用対効

果分析

その他各社

サービスとの連携

Level 1

地域医療

連携

利用手続き

A
P

I

目的別DB切り出し
（多くの場合匿名化）

ステークホル

ダー別ブース

Level0：機微性高 ～ Level4：機微性低

健康作りサポートア
プリケーション

電子お薬手帳
副作用管理も含む
飲み忘れ防止機能

Level 3

地域包括ケア連携
サポート機能

診断・治療サポート
機能

治療決定・セカンドオ
ピニオン・疼痛管理

サポート

疾患メカニズム分析、専門医認証、

創薬、安全性管理、費用対効果分析、
地域医療連携など目的別にDBを構成

Person-centered Open Platform
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医療だけでなく、あらゆるデータを活⽤して社会を拓く
「⽣きる 」を再発明する

データサイエンス・情報基盤： Person-centered Open Platform for wellbeing

Life Design

魅力的な生き方を追求する中で、自然

と健康になることができる。

格差や病気があっても、それを人生

の障害と意識することがない。

Community Support

身近な環境で科学的根拠に基づいた

適切なサポートを受ける事ができる。

難しい判断が生じた場合、高度な対応が必

要とされる場合に迅速に最善の組織に

連携。

Advanced Care
組織間の連携により、世界最高の

診断・治療・介護を提供する。

Global evidence と local real
world dataを組み合わせて、目の

前 の個人に最適の治療や介護を行う

。
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⽇本経済新聞2021年1⽉12⽇ https://www.nikkei.com/article/DGXZQODB06BOQ0W1A100C2000000

Apple Carが拓く未来
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beBit 藤井さんのスライド
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今の再生産数（R0）は1の段階なので、ある人によって感染となるのは、
「一人」のみです。1つの感染経路で一人が別の人を感染させる話で、こ
れはある人が別の人に感染する平均値です。

感染する人が1.1人になれば10月までに集中治療室の数を想定した保健
システムの容量レベルに達します（医療崩壊になります）。1.2人になれ
ば、すなわち全員が20%多く感染しますと7月には医療システムの限界に
達します。1.3人になると6月には医療システムの限界に達します。

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)対策
に関するメルケル首相のスピーチより
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■インパク ト投資とは E S Gの一種、社会課題への効果測定

環境や社会、企業統治に配慮する 「 E S G投資 」の一種。社会課題の解決に貢献する投資先を選ぶ
だけでな く 、投資の実行前や後にその企業が社会にもたらす効果の測定もする。投資活動が社会
に与える実際の影響度 （インパク ト ） を重視するためこう呼ばれる。
例えば遠隔地に医薬品をドローンで配送したり 、農村部で太陽光発電をしたりする企業に投資した
場合は、医療環境や社会インフラの改善などを測定する。注目が集まることで社会解決に取り組む
企業に資金が集まり 、企業の収益力が高まって投資がさらに集まるといった循環が生まれつつあ
る。グローバル ・インパク ト投資ネッ トワーク （ G I I N ） によると 、世界のインパク ト投資市場は 2 0 1 9
年末に前年比で 4割増え 7 0 0 0 億 ドル （約 7 5兆円 ）を超えた。

2020年7⽉14⽇ ⽇本経済新聞電⼦版 https://r.nikkei.com/article/DGXKZO61474670U0A710C2EA2000?s=1

社会課題への取組み
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■財務パフォーマンスとの関係分析
「環境配慮評価融資 /私募債」および「E S G / S D G s評価融資 /私募債」では、環境やE S G側
⾯の取り組みの評価結果に応じて、⽇本総合研究所が「A A A」「A A」「A」「B」「C」
「D」「E」の 7段階で格付を付与している。そこで、評価型資⾦調達の格付結果で⾼格付
（「A A A」および「A A」）の企業群とそれ以外（「A」以下の企業群）でRO E等の財務指標
の平均値を⽐較し、E S G評価の格付が⾼い企業群は、格付が低い企業群と⽐べて財務パ
フォーマンスが良いといった関係性が⾒られるかどうかを分析した。財務指標として、RO E、
R O A、経常利益増加率を調べたところ、「A A A」および「A A」の企業群の平均値は、「A」
以下の企業群の平均値をいずれも上回るという関係が確認された。特に、経常利益増加率に
ついては、⾼スコア企業群は平均以下の企業群と⽐べて2倍以上⾼いという結果が得られた。

2020年03⽉02⽇ ⽇本総研 ESGスコアと信⽤リスク・財務パフォーマンスとの相関分析 https://www.jri.co.jp/page.jsp?id=35813

社会課題：企業と業績
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いのち・健康
イノベーション・自由

安全・平和
信用・経済

食文化
環境・海洋・宇宙

学習・教育
公正・多様性

社会が人々を歯車として駆動するのではなく、
一人ひとりの生きるが響き合いながらともに社会を作る

働く
遊ぶ
食べる
寝る
運動する
学ぶ

ワクワク
安らぐ

つながり
誇り
深まる

データを活用して、人々が社会（産業・行政）との接点をデザインする

多様な「生きる」 Shared Values 
への影響を可視化

Wellbeingを高める
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インクルージョン

human Co-beingの時代に社会が担うこと
うめきた2期との連携

世界・社会との繋がりの中で

いのちの輝きを実現

企業

行政機関 NPO

一人ひとりにとっての

“wellbeing”を実現

大学

より良い未来社会の共創

“better Co-being”
持続可能でより良い世界

“SDGs”

個人
コミュニティ
ネーバフッド グローバル

共通課題
コモンセンス

社会参加
社会貢献

世界貢献
イノベーション

気づき
行動変容

コミットメント
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データ×多様な価値（ Shared Values ） いのち輝く（ Well- being ）

ワクワク／安らぐ

／つながり ／ 誇り ／

深まる

働く／遊ぶ／食べる

／寝る ／ 運動する ／

学ぶ

Shared

Values

価値 D F F T
Date Free
Flow  with

Trust

いのち・健康

イノベーション・自由安

全・平和

信用・経済

食文化

環境・海洋・宇

宙 学習・教育

公正・多様性

Well-being

いのち輝く

Architecture 

of  Shared

Values

Re-invented  
our Lives

「生きる」を

再発明する

human Co-being
いのち輝く未来社会の共創
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Society 5.0とは

社会、経済、文化、技術を、
多様な価値から再構成する

文明の転換点
第三期のルネッサンス

経済合理性、Wellbeingだけでなく、
Better Co-beingを目指す時代

Human beingからHuman Co-beingの時代へ
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